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「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」三
つ
の
柱

　

本
年
2
月
、
時
事
通
信
社
よ
り
「
競
わ
な
い
地
方
創
生

～
人
口
急
減
の
真
実
」
を
出
版
し
た
。
本
書
は
地
方
が
衰

退
す
る
根
本
的
な
原
因
と
、
具
体
的
な
改
革
方
法
を
次
の

三
つ
の
柱
か
ら
論
じ
て
い
る
。
本
連
載
は
3
回
に
わ
た
り
、

三
つ
の
柱
を
順
に
詳
解
す
る
。

　

（
1
）「
人
口
減
少
対
策
」
の
改
革

　

（
2
）「
自
治
体
経
営
・
企
業
経
営
」
の
改
革

　

（
3
）「
働
き
方
」
の
改
革

　

今
回
は
（
2
）「
自
治
体
経
営
・
企
業
経
営
」
の
改
革

で
あ
る
。

　

改
革
の
要
旨
を
表
1
に
纏ま

と

め
た
。

弱
者
と
強
者
を
同
時
に
体
験
す
る
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア

　

「
弱
者
（
地
方
都
市
、
中
小
企
業
）
の
経
営
は
、
強
者

（
大
都
市
、
大
企
業
）
と
は
正
反
対
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス

の
基
本
を
、
読
者
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

　

も
し
、
こ
の
基
本
を
知
ら
な
い
な
ら
「
強
者
は
現
在
の

ル
ー
ル
で
競
争
に
勝
っ
て
い
る
」
と
い
う
事
実
に
注
目
し

よ
う
。
す
る
と
「
弱
者
は
強
者
に
有
利
な
現
在
の
ル
ー
ル

で
、
競
争
し
て
は
い
け
な
い
。
つ
ま
り
、
弱
者
は
強
者
と

は
正
反
対
な
経
営
を
す
べ
き
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本

を
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
弱
者
の
多
く
は
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
基

本
を
知
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
弱
者
の
多
く
が
「
強
者
の

経
営
を
真ま

ね似
」
し
た
り
「
強
者
の
成
功
事
例
を
真
似
」
し

た
り
、
皆
と
同
じ
ル
ー
ル
で
勝
て
な
い
競
争
を
し
て
、
衰

退
す
る
。
地
方
創
生
な
ど
「
弱
者
の
再
生
は
、
強
者
と
は

正
反
対
な
経
営
を
行
う
」
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

「
弱
者
の
経
営
は
、
強
者
と
は
正
反
対
」
と
い
う
事
実

の
詳
細
を
説
明
す
る
前
に
、
な
ぜ
多
く
の
者
が
こ
の
事
実

に
気
が
付
け
な
い
中
、
私
は
気
が
付
く
こ
と
が
で
き
た

か
、
と
い
う
話
を
し
た
い
。
私
は
、
大
学
を
卒
業
し
た

1
9
8
6
年
か
ら
1
9
9
4
年
ま
で
の
9
年
弱
、
二
つ
の

キ
ャ
リ
ア
を
同
時
に
こ
な
し
て
い
た
。

　

本
業
は
I
B
M
で
パ
ソ
コ
ン
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
活

動
場
所
と
居
住
地
は
東
京
で
あ
る
。「
本
業
」
と
強
調
す

る
理
由
は
年
間
労
働
日
数
が
約
2
3
0
日
と
多
い
こ
と
に

あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
キ
ャ
リ
ア
は
広
島
駅
前
の
商
店
街
で
飲
食

店
を
営
む
実
家
で
の
経
営
補
佐
。
こ
ち
ら
は
、
I
B
M
の

勤
務
時
間
外
に
担
う
。
広
島
に
滞
在
す
る
回
数
と
期
間
は

年
に
よ
り
差
は
あ
っ
た
が
「
年
間
50
日
前
後
＝
年
8
回
×

5
～
7
日
の
滞
在
」
だ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
私
は
弱
者
（
地
方
都
市
、
中
小
企
業
）
と
強

者
（
大
都
市
、
大
企
業
）
の
居
住
と
労
働
を
同
時
に
、
9

年
弱
ほ
ど
体
験
し
た
。

　

二
つ
の
仕
事
を
同
時
に
実
践
す
る
こ
と
を
後
に
、
経

営
の
神
様
と
い
わ
れ
る
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の

著
書
「
明
日
を
支
配
す
る
も
の
」（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、

1
9
9
9
年
）
の
中
で
「
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
」
と
定
義

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
同
書
に
は
二
つ
の
仕
事
を
同

時
に
実
践
す
る
目
的
と
効
果
は
「
意
欲
と
能
力
の
向
上
」

等
と
記
さ
れ
て
い
る
。
私
の
能
力
に
つ
い
て
言
え
ば
、
パ

ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
体
験
を
通
し
て
「
弱
者
の
経
営
は
、
強

者
と
は
正
反
対
」
と
い
う
事
実
に
気
が
付
け
た
こ
と
が
最

大
の
収
穫
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
後
2
0
0
5
年
、
国
土
交
通
省
が
人
口
減
少
時
代

を
見
据
え
て
「
2
地
域
居
住
」
政
策
を
推
進
し
始
め
た
。

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

大
企
業
と
は
正
反
対
な「
中
小
企
業
＝
役
所
が
行
う
べ
き
戦
略
」
9
カ
条

協
働
の
極
意
：
主
役
の
座
と
手
柄
を
、顧
客
・
市
民
に
全
て
譲
る

木
曜
連
載

競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
②
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要
す
る
に
私
は
、
時
代
に
先
駆
け
て
「
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ

リ
ア
」
と
「
2
地
域
居
住
」
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
概
要
は
、
表
2
に
纏
め
た
。

役
所
三
悪
を
改
革
す
る
9
カ
条
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

本
書
「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」
は
、

パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
と
2
地
域
居
住
が
、
地
方
の
創
生
と

人
口
減
少
対
策
に
非
常
に
有
益
で
あ
る
こ
と
を
私
の
体
験

を
基
に
提
案
す
る
。

　

ま
た
、
弱
者
で
あ
る
役
所
と
中
小
企
業
が
実
践
す
べ
き

「
地
域
経
営
・
企
業
経
営
」
に
つ
い
て
、
9
カ
条
の
観
点

か
ら
具
体
的
に
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

　

9
カ
条
を
弱
者
と
強
者
で
分
け
た
表
1
は
、
読
者
が
現

在
ど
れ
ほ
ど
間
違
っ
た
経
営
に
陥
っ
て
い
る
か
を
判
断
で

き
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し
て
使
え
る
。

　

公
務
員
と
議
員
の
読
者
は
、
表
1
の
顧
客
を
市
民
に
置

き
換
え
て
、
次
の
二
つ
を
自
問
し
て
み
よ
う
。

　

1
．�

自
分
の
役
所
は
、
9
カ
条
の
う
ち
、
中
小
企
業
＝

役
所
が
行
う
べ
き
戦
略
を
幾
つ
実
践
で
き
て
い
る

か
？

　

2
．�

役
所
の
中
小
企
業
支
援
施
策
は
、
9
カ
条
の
う
ち
、

中
小
企
業
＝
役
所
が
行
う
べ
き
戦
略
を
幾
つ
実
践

で
き
て
い
る
か
？

大
企
業
の
最「
善
」策
は
、役
所
の
最「
悪
」策

　

9
カ
条
の
内
容
は
全
て
、
弱
者
と
強
者
で
は
正
反
対
で

あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
「
弱
者
の
経
営
は
、

強
者
と
は
正
反
対
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
に
基
づ
い

て
い
る
。
従
っ
て
、
大
企

業
な
ら
最
善
な
経
営
が
、

役
所
と
中
小
企
業
に
と
っ

て
は
最
悪
な
間
違
っ
た
経

営
と
な
り
、
企
業
・
地
域

を
衰
退
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

特
に
、
9
カ
条
の
下
三

つ
を
弱
者
が
「
間
違
え
る

（
強
者
を
真
似
す
る
）」

と
、
企
業
・
地
域
の
衰
退

は
加
速
す
る
。

　

弱
者
が
消
滅
寸
前
に
衰

退
し
た
結
果
と
し
て
「
資

金
繰
り
の
困
難
」
と
い
う

現
象
が
多
く
起
き
る
。
役

所
は
こ
の
現
象
の
表
面
だ

け
を
視
て
、
資
金
支
援
（
補
助
金
ば
ら
ま
き
）
施
策
を
行

う
。

　

補
助
金
ば
ら
ま
き
で
、
金
（
予
算
）
が
あ
る
と
き
は
他

人
の
成
功
事
例
を
真
似
し
て
、
博ば
く
ち打

的
な
一
発
狙
い
の
大

き
な
事
業
を
仕
掛
け
る
。
こ
の
博
打
が
成
功
す
る
確
率
は
、

強
者
な
ら
1
割
く
ら
い
あ
り
、
10
回
や
れ
ば
利
益
を
出
せ

る
。
博
打
を
打
ち
続
け
る
資
金
力
が
強
者
に
は
あ
る
か
ら
、

こ
の
経
営
方
法
は
正
し
い
。

　

し
か
し
、
弱
者
の
成
功
確
率
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
。

し
か
も
弱
者
は
、
も
と
も
と
資
金
力
は
無
い
か
ら
、
金

（
補
助
金
）
の
切
れ
目
が
事
業
・
企
業
が
存
続
す
る
切
れ

目
と
な
る
。
役
所
に
泣
き
付
い
て
も
「
金
（
予
算
）
が
な

表1　大企業の戦略とは正反対な「中小企業＝役所が行うべき戦略」9カ条

出典：「競わない地方創生～人口急減の真実」第2章
注）網掛け部分は「役所三悪」

高価格

買った後の長い安心感

顧客に世話を焼く（顔が見える関係）

プル（顧客とは仲間として協働する）

交流（ゆったり、持続的）　例：スローフード

知名度が低いから原則「必要」

金は無いから計画に金と時間をかけない

固定費が小さいから、小さな事業でOK

行動は早く小さく（試行錯誤を繰り返す）

経営・資本力が乏しいから、真似できない

大企業だからできる戦略 中小企業＝役所が行うべき戦略

価格

訴求ポイント

顧客との関係

顧客の集め方

オペレーション

トライアル

計画の策定

計画の実践

他者の事例

低価格（薄利多売で利益を出す）

買う瞬間のオトク感

顧客は、金で買う（顔が見えない関係）

プッシュ（顧客は営業して攻略する）

効率（早い、刹那的）　例：ファストフード

知名度が高いから原則「不要」

計画は金と時間をかける

固定費が高いから、大きな事業しかできない

（行動は大きく博打的な一発狙い）

経営・資本力が高い者は、真似してもよい

表2　著者の「パラレルキャリア」と「2地域居住」

IBM 実家の飲食店

働く場所

市場（顧客対象）

業界

企業規模

東京

グローバル

パソコン

大企業

地方（広島）

ローカル

飲食

零細企業
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い
か
ら
何
も
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
る
だ
け
。

　

こ
の
よ
う
に
、
起
き
た
現
象
を
視
て
補
助
金
ば
ら
ま
き

施
策
を
行
っ
て
い
る
限
り
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
弱
者
は

間
違
っ
た
経
営
を
続
け
る
。
結
果
、
補
助
金
ば
ら
ま
き
が

続
く
。

価
格
戦
略
と
補
助
金
施
策
を
セ
ッ
ト
で
改
革

　

本
書
「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」
は
、

以
上
の
間
違
っ
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る
改
革
策

を
具
体
的
な
9
カ
条
と
い
う
形
で
提
案
し
て
い
る
。

　

最
も
改
革
す
べ
き
項
目
は
表
1
の
最
上
段
に
掲
げ
た

「
価
格
（
金
）」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
価
格
（
金
）
は

顧
客
が
最
も
敏
感
に
反
応
す
る
項
目
で
あ
り
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
な
ど
役
所
の
補
助
金
ば
ら
ま
き
施
策
と
、
対
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
こ
の
対
を
セ
ッ
ト
で
改
革
す
る
提
案
か
ら
始

ま
る
。
す
な
わ
ち
、
中
小
企
業
に
は
高
い
価
格
で
売
る
戦

略
を
具
体
的
に
示
す
。
役
所
の
中
小
企
業
支
援
策
で
は
、

「
補
助
金
ば
ら
ま
き
」
を
や
め
、
中
小
企
業
に
「
正
し
い

ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
」
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
こ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
解
説
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
＝
値
引
き
は
、麻
薬

　

大
企
業
は
大
量
に
生
産
・
販
売
す
る
か
ら
、
コ
ス
ト
を

大
幅
に
削
減
で
き
る
。
だ
か
ら
、
価
格
を
安
く
し
て
も
利

益
を
持
続
的
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
大
企
業
の

基
本
戦
略
で
あ
る
。
応
用
戦
略
と
し
て
、
自
社
の
優
位
性

や
シ
ェ
ア
を
高
め
る
た
め
、
ラ
イ
バ
ル
企
業
を
潰つ

ぶ

す
ま
で
、

価
格
を
ど
ん
ど
ん
引
き
下
げ
る
。
こ
れ
を
俗
に
「
価
格
競

争
」
と
言
う
。

　

中
小
企
業
が
価
格
競
争
に
参
戦
し
て
、
価
格
を
下
げ
る

の
は
「
大
企
業
の
思
う
つ
ぼ
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
価
格

を
下
げ
る
競
争
に
参
戦
す
る
弱
者
は
確
実
に
潰
さ
れ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
の
中
小
企
業
支
援
施
策
は
、

中
小
企
業
に
値
引
き
施
策
を
奨
励
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る
場
合
、
プ
レ
ミ
ア
ム
部

分
に
補
助
金
を
出
す
。
あ
る
い
は
、
歳
末
セ
ー
ル
な
ど
値

引
き
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
費
用
に
補
助
金
を
出
す
。
本
来
な

ら
、
中
小
企
業
が
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
た
い
、

値
引
き
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
か
ら
補
助
金
を
く
れ
」

と
言
っ
た
ら
、
行
政
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
指
導
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

　

「
低
価
格
戦
略
は
大
企
業
向
け
。
中
小
企
業
が
追
随
・

模
倣
す
る
の
は
大
企
業
の
思
う
つ
ぼ
だ
か
ら
、
や
め
ま
し

ょ
う
」

　

低
価
格
戦
略
の
う
ち
、
値
引
き
に
は
特
に
留
意
が
必
要

だ
。「
値
引
き
は
麻
薬
」
と
い
う
格
言
が
あ
る
。

　

値
引
き
す
る
と
一
時
的
に
売
上
高
は
増
え
る
。
そ
こ
で
、

つ
い
値
引
き
を
常
態
化
し
て
し
ま
う
。
す
る
と
、
顧
客
は

値
引
き
に
慣
れ
て
「
値
引
き
す
る
と
き
し
か
買
わ
な
く
な

る
」
の
だ
。
店
は
値
引
き
す
る
と
き
に
し
か
売
れ
な
く
な

る
と
、
値
引
き
を
や
め
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
う
、
値
引
き

は
麻
薬
の
よ
う
に
、
中
小
企
業
の
力
・
精
神
を
蝕む

し
ばん

で
い

く
。

　

大
企
業
の
場
合
、
値
引
き
す
る
商
品
と
期
間
を
限
定
し

て
集
客
を
高
め
、
つ
い
で
に
値
引
き
し
て
い
な
い
他
の
商

品
も
確
実
に
買
っ
て
も
ら
え
る
戦
略
と
前
提
に
基
づ
い
て

い
る
。
こ
れ
を
「
ク
ロ
ス
セ
ル
（
併
せ
売
り
）
戦
略
」
と

言
う
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
よ
う
に
「
ど
の
商
品
も
均

一
に
、
い
つ
で
も
」
値
引
き
す
る
愚
策
と
は
、
似
て
非
な

る
も
の
だ
。

　

中
小
企
業
は
生
産
・
販
売
が
少
量
だ
か
ら
、
価
格
は
高

く
設
定
し
な
い
と
利
益
は
出
な
い
。
こ
の
基
本
を
、
中
小

企
業
と
そ
の
支
援
者
で
あ
る
役
所
は
絶
対
に
理
解
し
て
お

き
た
い
。

本
質
を
実
践
す
れ
ば
、複
数
の
目
的
が
叶
う

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
弱
者
は
高
い
価
格
で
売
れ
る
の

か
？　

9
カ
条
の
2
番
目
以
降
を
幾
つ
か
組
み
合
わ
せ
て

実
践
す
れ
ば
よ
い
。

　

幾
つ
か
組
み
合
わ
せ
る
と
は
「
性
質
が
違
う
複
数
の
こ

と
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は
密
接

な
関
係
に
あ
る
か
ら
「
中
小
企
業
＝
役
所
が
行
う
べ
き
戦

略
」
の
本
質
を
実
践
す
れ
ば
、
結
果
的
に
複
数
の
目
的
が

叶か
な

う
組
み
合
わ
せ
施
策
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
本
質
を
実
践
す
れ
ば
、
結
果
的
に
複
数
の
目
的
が
叶

う
」
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
な
の
で
、
役
所
は
実
践
し
て
ほ

し
い
。
役
所
は
縦
割
り
組
織
故
、
施
策
間
の
連
携
が
無
い
。

　

9
カ
条
の
項
目
2
以
降
を
例
に
説
明
し
よ
う
。
項
目
2

以
降
の
本
質
は
「
顧
客
（
市
民
）
と
持
続
可
能
な
交
流
関

係
を
築
く
」
こ
と
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
本
質
を
意
識
し
な
い
で
、
項
目
2
の

「
買
っ
た
後
の
長
い
安
心
感
」
だ
け
を
考
え
る
と
「
長
期

間
の
保
証
制
度
を
付
け
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
、
金
さ
え
あ



5 2016年（平成28年）4月28日（木）　地方行政　第3種郵便物認可

れ
ば
立
案
で
き
る
大
企
業
的
な
施
策
が
導
か
れ
や
す
い
。

　

一
方
「
顧
客
（
市
民
）
と
持
続
可
能
な
交
流
関
係
を
築

く
」
意
識
を
持
つ
と
、
項
目
2
の
施
策
は
「
故
障
し
た
ら
、

い
つ
で
も
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
う
、

声
掛
け
一
つ
で
達
成
で
き
る
。
こ
の
声
掛
け
は
、
項
目
3

の
「
顧
客
に
世
話
を
焼
く
」
と
連
携
で
き
て
い
る
し
、
項

目
4
の
「
顧
客
（
市
民
）
と
は
仲
間
と
し
て
協
働
す
る
」

と
も
連
携
で
き
て
い
る
。

　

販
売
し
た
商
品
が
壊
れ
た
と
き
（
顧
客
が
商
品
の
取
り

扱
い
に
困
っ
た
と
き
）、
大
企
業
は
保
証
契
約
を
締
結
し

て
い
る
顧
客
だ
け
を
、
契
約
に
基
づ
き
事
務
的
に
助
け
る
。

保
証
契
約
を
締
結
し
な
い
客
は
、
売
り
っ
放
し
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
安
い
価
格
で
売
る
。
こ
れ
が
大
企
業
の
正
し
い

戦
略
で
あ
る
。

　

一
方
、
中
小
企
業
の
正
し
い
戦
略
は
、
項
目
4
の
顧
客

を
集
め
る
と
き
（
販
売
す
る
と
き
）
か
ら
「
故
障
し
た
ら
、

い
つ
で
も
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い
う
売

り
方
を
す
る
。
だ
か
ら
、
高
い
価
格
で
も
売
れ
る
。

強
者
と
は
契
約
関
係
　
VS
　
弱
者
と
は
交
流
関
係

　

以
上
の
内
容
に
つ
い
て
、
も
っ
と
具
体
的
に
話
そ
う
。

私
は
某
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
が
組
織
化
す
る
電
器
店
の
経

営
者
を
集
め
た
勉
強
会
で
講
師
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
。

大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
零
細
企
業
の
電
器
店
を
組

織
化
す
る
こ
と
で
、
シ
ェ
ア
と
販
売
額
を
高
め
る
手
法
を

昔
か
ら
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
組
織
化
を
俗
に
「
系
列

化
」
と
言
う
。

　

零
細
企
業
の
電
器
店
は
、
仕
入
れ
る
「
大
企
業
と
の
関

係
は
契
約
に
基
づ
く
」
が
、
販
売
す
る
「
顧
客
と
は
交
流

関
係
を
築
く
」。

　

役
所
が
企
業
・
市
民
と
関
係
を
構
築
す
る
場
合
も
「
大

企
業
な
ど
強
者
と
は
事
務
的
な
契
約
関
係　
VS　

中
小
企

業
・
市
民
な
ど
弱
者
と
は
交
流
関
係
」
と
い
う
正
反
対
な

意
識
を
持
つ
と
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
意
図
は
後
述
す
る
。

　

以
下
は
私
が
講
師
を
務
め
た
某
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の

研
修
責
任
者
か
ら
伺
っ
た
話
で
あ
る
。

　

「
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
系
列
に
入
る
電
器
店
は
主
に
、

家
族
経
営
で
従
業
員
5
人
以
下
の
零
細
企
業
。
従
業
員
5

人
以
下
の
電
器
店
は
、
全
盛
期
の
1
9
8
2
年
は
日
本
に

6
万
店
以
上
も
存
在
し
た
。
し
か
し
2
0
0
4
年
、
そ
の

数
は
4
万
店
を
割
っ
た
。
理
由
は
主
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
キ

ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
大
型
専
門
店
（
例
え
ば
、
ヤ
マ
ダ
電
機
、

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
）
が
誕
生
・
成
長
す
る
過
程
で
勃
発
し
た

価
格
競
争
で
あ
る
。
零
細
企
業
の
電
器
店
は
、
価
格
の
安

さ
で
は
大
型
専
門
店
に
勝
て
な
い
。
大
型
店
が
得
意
と
す

る
低
価
格
と
は
違
う
価
値
観
で
勝
負
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
は
主
に
『
買
っ
た
後
の
設
置
・
保
守
サ
ー
ビ
ス
』
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
大
型
専
門
店
は
『
買
う
瞬
間
の
オ

ト
ク
感
（
刹
那
的
な
低
価
格
）』
を
得
意
技
に
し
て
い
る
。

な
ら
ば
、
零
細
企
業
の
電
器
店
は
大
型
専
門
店
よ
り
も
高

価
格
で
も
『
買
っ
た
後
の
長
い
安
心
感
』
を
武
器
に
す
べ

き
。
そ
の
た
め
に
は
『
電
器
店
は
地
域
に
根
差
し
て
、
顧

客
と
持
続
的
な
交
流
関
係
を
築
こ
う
』
と
、
系
列
の
電
器

店
に
指
導
し
て
い
る
。
久
繁
さ
ん
の
著
書
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
顧
客
を
連
れ
て
く
る
』
で
主
張
さ
れ
て
い
た
『
交
流

戦
略
』
は
、
そ
の
指
導
を
強
化
・
具
体
化
で
き
る
も
の
な

の
で
、
電
器
店
の
経
営
者
を
集
め
た
勉
強
会
の
講
師
を
お

願
い
し
ま
し
た
」

人
が
育
た
な
い
と
、組
織
・
地
域
は
活
性
化
し
な
い

　

大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
研
修
責
任
者
の
話
は
、
中
小
企
業

育
成
の
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
零
細
企
業
の
電
器
店
は
全

盛
期
か
ら
半
分
ほ
ど
に
、
数
に
し
て
2
万
店
以
上
も
減
少

し
た
。
し
か
し
、
半
分
強
の
電
器
店
は
生
き
残
り
、
多
く

の
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
再
生
し
た
。

　

事
実
、
衰
退
し
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
の
多
く
で
、
電

器
店
は
意
外
に
健
闘
し
て
い
る
。
再
生
で
き
た
電
器
店
の

成
功
要
因
は
、
店
の
位
置
付
け
を
「
物
を
売
る
」
か
ら

「
買
っ
た
後
の
安
心
感
や
交
流
を
売
る
」
へ
シ
フ
ト
し
た

こ
と
に
あ
る
。
衰
退
し
た
商
店
街
に
立
地
す
る
電
器
店
の

再
生
を
支
援
し
た
の
は
、
行
政
の
補
助
金
で
は
な
く
、
電

器
店
を
組
織
化
す
る
大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
の
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
助
言
で
あ
る
。

　

そ
う
、
役
所
の
中
小
企
業
施
策
は
「
事
務
的
な
関
係
で
、

補
助
金
ば
ら
ま
き
」
で
は
な
く
「
交
流
関
係
で
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
提
供
」
こ
そ
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
公
務
員
の
多
く
は
中
小
企
業
や
市
民
な
ど
弱

者
と
「
交
流
関
係
が
無
い
、
提
供
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
も
無

い
」
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
弱
者
は
育
た
な
い
。

　

公
務
員
側
も
人
事
異
動
後
に
、
人
的
資
産
も
知
的
財
産

も
何
も
残
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
支
援
さ
れ
る
側
と
支
援
す

る
側
共
に
「
人
材
が
育
た
な
い
」
し
、
そ
の
結
果
と
し
て

「
組
織
・
地
域
が
活
性
化
し
な
い
」
の
だ
。

　

逆
説
的
に
言
う
と
、
中
小
企
業
や
地
方
な
ど
弱
者
の
組
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織
・
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
、
そ
こ
で
働
く
人
材
が
育

つ
よ
う
な
「
交
流
関
係
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
築
く
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
」
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
。

役
所
三
悪
が
人
材
育
成
を
阻
害
す
る

　

本
書
「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」
が

提
唱
す
る
地
域
経
営
・
企
業
経
営
の
改
革
方
法
は
以
上
の

よ
う
に
、
支
援
さ
れ
る
側
と
支
援
す
る
側
の
双
方
の
「
人

材
を
育
て
る
」
こ
と
で
、
地
域
・
企
業
の
活
性
化
を
目
指

し
て
い
る
。

　

役
所
で
人
材
が
育
た
な
い
理
由
に
「
役
所
三
悪
」
が
あ

る
。
よ
っ
て
、
人
材
育
成
の
鍵
は
、
役
所
三
悪
と
は
正
反

対
の
以
下
「
中
小
企
業
＝
役
所
が
行
う
べ
き
戦
略
」
3
項

目
の
実
践
に
あ
る
。

　

こ
の
3
項
目
の
実
践
例
を
、
広
島
駅
前
で
実
家
が
営
む

飲
食
店
で
経
営
補
佐
を
し
て
い
た
私
の
体
験
で
説
明
し
よ

う
。
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
本
質
は
「
自
治
体
経
営
（
市
民
と

の
協
働
）」
に
応
用
で
き
る
。

　

1
．�

お
金
を
掛
け
な
い
施
策
を
自
分
の
頭
で
考
え
る

　

2
．�

考
え
た
施
策
を
早
く
小
さ
く
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
す

　

3
．�

他
人
の
猿
真
似
は
絶
対
に
し
な
い

顧
客
が
無
料
で
自
発
的
に
働
く「
協
働
」ノ
ウ
ハ
ウ

　

実
家
の
飲
食
店
で
は
、
新
商
品
（
新
メ
ニ
ュ
ー
）
を
企

画
し
た
ら
、
企
画
書
な
ん
か
作
成
し
な
い
し
、
調
査
会
社

に
調
査
も
依
頼
し
な
い
。
成
功
事
例
も
調
べ
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
成
功
事
例
を
調
べ
た
り
真
似
し
た
り
す
る
金
も
時

間
も
無
い
か
ら
。
そ
れ
に
「
弱
者
は
他
人
の
成
功
事
例
を

真
似
し
た
ら
、
失
敗
す
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
を

知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
ど
う
し
た
か
？

　

上
得
意
客
の
女
性
た
ち
へ
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
企
画

し
た
料
理
を
試
食
し
て
も
ら
う
。

　

「
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
貴あ
な
た女
た
ち
の
た
め
に
、

こ
れ
作
っ
た
の
。
食
べ
て
み
て
。
も
し
貴
女
た
ち
の
口
に

合
え
ば
、
新
メ
ニ
ュ
ー
に
し
よ
う
か
な
？　

そ
の
と
き
は
、

商
品
名
も
一
緒
に
考
え
て
ね
」

　

こ
う
言
わ
れ
た
彼
女
た
ち
顧
客
は
、
喜
ん
で
試
食
し
て

く
れ
る
。
こ
の
会
話
を
通
し
て
、
試
食
を
上
得
意
客
に
提

案
す
る
行
為
は
仮
に
、
新
商
品
化
に
繋つ

な

が
ら
な
い
場
合
で

も
「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
（
顧
客
と
の
絆
づ
く
り
）」
と
い
う

目
的
が
達
成
さ
れ
る
「
他
の
業
務
・
目
的
と
の
連
携
」
に

注
目
し
て
ほ
し
い
。

　

試
食
後
、（
私
た
ち
店
側
と
絆
が
よ
り
深
ま
っ
た
）
彼

女
た
ち
顧
客
は
、
ま
る
で
我
が
社
の
社
員
の
よ
う
に
強
い

責
任
と
使
命
感
を
背
負
っ
て
助
言
を
く
れ
る
。
安
易
に
新

商
品
化
を
勧
め
ず
、
改
善
す
べ
き
事
項
を
親
身
に
提
案
し

て
く
れ
る
。

　

改
善
後
、
彼
女
た
ち
が
商
品
化
に
乗
り
気
満
々
で
ゴ
ー

サ
イ
ン
を
出
し
て
く
れ
た
ら
、
商
品
名
も
彼
女
た
ち
と
協

働
で
考
え
て
、
商
品
化
す
る
。
こ
こ
ま
で
に
要
し
た
調
査

費
用
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
だ
。

　

彼
女
た
ち
は
強
力
な
営
業
員
・
宣
伝
者
と
し
て
機
能
し

て
く
れ
る
か
ら
、
こ
の
先
の
営
業
・
宣
伝
の
費
用
も
、
ほ

ぼ
ゼ
ロ
で
あ
る
。
な
ぜ
、
彼
女
た
ち
は
無
償
で
調
査
員
・

宣
伝
者
に
な
っ
て
く
れ
る
の
か
？　

　

交
流
戦
略
で
絆
を
結
ん
だ
彼
女
た
ち
顧
客
を
、
店
の
新

商
品
開
発
・
販
売
プ
ロ
セ
ス
に
、
責
任
者
と
し
て
「
巻
き

込
ん
だ
（
協
働
に
持
ち
込
ん
だ
）」
か
ら
で
あ
る
。

　

新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
後
、
彼
女
た
ち
は
毎
週
の
よ
う
に
別

の
知
人
を
店
に
連
れ
て
き
て
は
「
こ
れ
、
私
が
手
掛
け
た

商
品
な
の
。
美お

い味
し
い
で
し
ょ
」
と
自
慢
げ
に
宣
伝
し
て

く
れ
る
。
も
し
、
私
た
ち
店
側
が
「
こ
れ
、
う
ち
の
新
商

品
、
美
味
し
い
で
し
ょ
」
と
言
っ
た
ら
、
宣
伝
効
果
は
ゼ

ロ
。
む
し
ろ
、
自
画
自
賛
で
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
。
雑
誌
な

ど
メ
デ
ィ
ア
に
多
額
の
金
を
払
っ
て
宣
伝
し
て
も
、
効
果

は
低
い
。
宣
伝
は
利
害
関
係
者
で
は
な
い
第
三
者
が
「
見

返
り
（
報
酬
）
な
し
で
、
自
分
事
」
の
よ
う
に
行
う
と
、

効
果
が
抜
群
に
高
い
。

　

私
は
東
京
の
I
B
M
本
社
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
本

業
と
し
て
い
た
の
で
、
実
家
飲
食
店
で
の
仕
事
は
3
カ
月

に
2
度
程
度
だ
っ
た
。
そ
ん
な
私
が
彼
女
た
ち
に
店
で
再

会
し
た
の
は
、
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
か
ら
約
3
カ
月
後
。

　

「
お
か
げ
さ
ま
で
新
メ
ニ
ュ
ー
、
評
判
い
い
で
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
伝
え
る
と
、
彼
女
た
ち
は
自
分
事
の
よ
う

に
喜
ん
で
く
れ
た
。

協
働
す
る
顧
客「
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
」

　

以
上
、
私
の
実
践
を
経
営
用
語
で
「
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ

ー
」
と
言
う
。
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
と
は
、
生
産
（
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
）
と
顧
客
・
消
費
者
（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
）

を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
、
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
が

1
9
8
0
年
に
刊
行
し
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
「
第
三
の
波
」
で
発
表
し
た
、
次
の
よ
う
な
概
念
で
あ
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る
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「
商
品
や
施
設
の
満
足
度
・
利
用
頻
度
を
高
め
る
た
め

に
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
不
満
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
従
来
、
ア
ン
ケ

ー
ト
等
の
方
法
で
一
方
的
に
聴
取
し
て
い
た
が
、
今
後

（
1
9
8
0
年
以
降
）
は
顧
客
が
商
品
・
施
設
の
企
画
に

主
役
と
し
て
参
加
す
る
方
法
が
主
流
に
な
る
だ
ろ
う
」

　

世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
第
三
の
波
」
が
提
示
し
た
、

こ
の
6
行
の
知
識
は
誰
で
も
簡
単
に
情
報
収
集
で
き
る
。

し
か
し
、
多
く
の
者
は
「
情
報
収
集
だ
け
（
本
を
読
む
だ

け
）
で
終
わ
る
」
か
ら
、
現
実
は
何
も
改
善
し
な
い
。

　

一
方
、
私
は
「
第
三
の
波
」
を
読
ん
で
得
た
知
識
に
つ

い
て
考
え
て
す
ぐ
、
実
家
の
飲
食
店
で
応
用
し
て
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
実
践
し
て
み
た
。
結
果
、
店
の
売
上
高
と
来

客
数
は
増
え
た
。
新
商
品
開
発
に
参
加
し
て
く
れ
た
上
得

意
客
の
満
足
度
・
利
用
頻
度
も
高
ま
っ
た
。

　

プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
を
、
私
の
体
験
で
意
訳
す
る
と
「
お

客
さ
ま
を
商
品
開
発
の
協
働
者
に
巻
き
込
む
こ
と
、
協
働

者
を
主
役
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
主
役
に
な
れ
た
協
働

者
は
、
自
分
が
開
発
し
た
他
社
の
新
商
品
に
、
自
分
事
と

し
て
強
い
愛
着
を
持
ち
、
こ
の
商
品
に
つ
い
て
自
分
事
と

し
て
多
く
の
人
に
語
り
た
く
な
る
。
そ
う
、
お
客
さ
ま
は

協
働
の
後
、
物
語
の
語
り
手
と
な
り
、
他
社
商
品
の
魅
力

を
熱
心
に
語
り
続
け
て
く
れ
る
。

　

並
み
の
営
業
員
を
雇
う
よ
り
、
お
金
を
掛
け
ず
に
、
最

強
の
営
業
員
を
何
人
も
雇
っ
た
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

　

主
役
の
座
は
協
働
者
に
譲
っ
た
方
が
、
仕
事
は
楽
し
く

な
る
し
、
仕
事
で
大
き
な
成
果
を
出
せ
る
。

主
役
の
座
と
手
柄
を
、顧
客
・
市
民
に
1
0
0
％
譲
る

　

役
所
の
協
働
は
、
こ
れ
と
は
正
反
対
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

市
民
は
協
働
が
楽
し
く
な
い
。
結
果
、
効
果
が
出
な
い
。

役
所
の
協
働
で
あ
り
が
ち
な
パ
タ
ー
ン
を
以
下
に
挙
げ
る
。

　

1
．�

主
役
の
座
と
手
柄
を
市
民
に
譲
ら
な
い
で
、
役
所

が
欲
し
が
る

　

2
．�

市
民
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
ま
せ
ん
か
？
」
等
と

綺き
れ
い麗

事
を
言
い
、
タ
ダ
働
き
を
強
い
て
嫌
わ
れ
る

　

3
．�

要
す
る
に
、
役
所
が
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
を
取
っ
て

い
な
い

　

上
記
3
点
を
、
私
が
実
践
し
た
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー
を
例

に
説
明
し
よ
う
。
お
客
さ
ま
に
金
銭
的
な
報
酬
は
払
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
役
所
の
協
働
と
は
違
い
「
タ
ダ
働
き

を
強
い
る
」
の
で
は
な
く
、
自
発
的
に
働
き
た
く
な
る
よ

う
に
「
主
役
の
座
と
手
柄
を
1
0
0
％
譲
っ
て
い
る
」。

　

家
族
経
営
の
零
細
企
業
に
す
ぎ
な
い
飲
食
店
が
、
顧
客

を
主
役
に
し
て
新
商
品
開
発
を
行
う
リ
ス
ク
は
、
す
ご
く

大
き
い
。
失
敗
す
れ
ば
、
倒
産
は
し
な
い
に
し
て
も
、
店

の
信
用
を
失
う
と
か
負
債
が
増
え
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
こ

の
リ
ス
ク
は
、
1
0
0
％
店
側
が
取
る
。
一
方
、
新
商
品

開
発
と
い
う
主
役
の
座
と
手
柄
は
、
1
0
0
％
お
客
さ
ま

に
譲
っ
て
い
る
。

　

こ
の
店
側
が
取
る
リ
ス
ク
の
大
き
さ
を
、
お
客
さ
ま
は

理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
客
さ
ま
に
新
商
品
開
発
と

い
う
体
験
と
物
語
を
提
供
す
る
店
側
の
顧
客
志
向
に
、
お

客
さ
ま
は
高
い
価
値
（
心
理
的
な
報
酬
）
を
見
い
だ
し
て

く
れ
て
い
る
。

　

お
客
さ
ま
は
「
心
理
的
な
報
酬
が
大
き
い
か
ら
、
金
銭

的
な
報
酬
は
ゼ
ロ
」
で
も
、
喜
ん
で
協
働
し
て
く
れ
る
し
、

最
強
の
営
業
員
に
な
っ
て
く
れ
る
の
だ
。

人（
市
民
）は
、心
理
的
な
報
酬
で
動
く

　

一
方
、
自
治
体
が
民
間
（
市
民
・
企
業
）
に
持
ち
掛
け

る
協
働
は
多
く
の
場
合
「
お
金
は
役
所
が
出
す
か
ら
、
実

務
（
働
く
こ
と
）
は
民
間
に
任
せ
る
」
と
言
っ
て
「
×
×

市
（
自
治
体
名
）
の
×
×
事
業
」
と
い
う
名
の
事
業
を
立

ち
上
げ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
お
金
は
民
間
が
払
っ
た
税

金
」
だ
か
ら
、
お
金
も
実
務
も
全
て
民
間
に
依
存
し
て
い

る
事
実
を
、
民
間
は
分
か
っ
て
い
る
。
事
業
名
が
「
×
×

市
（
自
治
体
名
）
の
×
×
事
業
」
だ
か
ら
、
成
功
し
た
場

合
の
「
主
役
の
座
と
手
柄
は
、
自
治
体
に
な
る
」
こ
と
も

民
間
は
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
つ
ま
ら
な
い

か
ら
「
自
治
体
と
協
働
し
た
と
い
う
実
績
が
欲
し
い
、
下

心
の
あ
る
」
者
し
か
協
働
し
て
く
れ
な
い
。

　

自
治
体
が
協
働
で
成
果
を
出
す
に
は
、
次
の
二
つ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を
実
践
す
れ
ば
よ
い
。
内
容
は
「
競

わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」
で
確
認
で
き
る
。

　

（
1
）�

主
役
の
座
と
手
柄
は
1
0
0
％
、
市
民
に
譲
る

「
積
極
的
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」

　

（
2
）�	

リ
ス
ク
・
責
任
は
1
0
0
％
、
自
分
が
取
る

「
消
極
的
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」


